
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
、並
び
に
、ご

家
族
の
皆
さ
ま
に
、新
年
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
さ
に「
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り
」

と
い
う
べ
き
か
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染「
第
５
波
」が
よ
う

や
く
収
ま
り
、様
々
な
場
所
に
活

気
が
戻
り
始
め
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」と
い
う
新
た
な

変
異
株
が
出
現
し
ま
し
た
。ま
だ
、

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
の
変
異

株
で
す
が
、不
確
か
な
情
報
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、冷
静
に
対
処

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
組
合
も
昨
年
は
ご
多
分
に
漏

れ
ず
、行
事
と
い
う
行
事
が
す
べ
て

中
止
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
髪
授

神
祠
大
祭
だ
け
は
、何
と
か
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
、伝
統
を
絶
や

す
こ
と
な
く
引
き
継
げ
た
こ
と
に

安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
う
時
こ
そ
組
織
の
強
化

を
図
る
べ
き
と
思
い
、組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
直
し
ま
し
た
。岡
田
光

博
さ
ん
の
お
力
を
お
借
り
し
、内
容

を
一
新
し
、一
般
消
費
者
向
け
ペ
ー

ジ
、組
合
員
ペ
ー
ジ
共
に
、大
変
閲

覧
し
や
す
く
な
っ
た
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。又
、組
合
で
行
え
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
一
環
と
い
た
し
ま
し
て
、自

分
に
と
っ
て
は
不
要
な
理
容
器
具

の
授
受
を
行
え
る
場
所
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
作
っ
て
お
り
ま
す
。

９
月
に
は
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

謝
金
に
て
県
下
組
合
員
全
店
舗
が

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
保
険
に
加
入
し
、

県
下
で
も
給
付
の
実
績
が
あ
っ
た

旨
、保
険
会
社
か
ら
の
報
告
を
受

け
て
お
り
ま
す
。皆
様
に
は
、ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
は
、

皆
さ
ま
方
の
お
力
を
お
借
り
し
、そ

れ
な
り
の
結
果
を
残
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

本
年
２
月
に
は
、横
浜
で
全
国

競
技
大
会
が
行
わ
れ
、香
川
県
か

ら
は
３
名
の
代
表
選
手
が
出
場
い

た
し
ま
す
。
無
観
客
で
行
わ
れ
ま

す
が
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
ラ
イ
ブ

中
継
が
あ
り
ま
す
の
で
応
援
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の「
第
６

波
」に
備
え
、過
度
に
恐
れ
ず
、油

断
す
る
こ
と
な
く
、慎
重
な
行
動
を

取
り
た
い
も
の
で
す
。

本
年
も
役
員
一
同
、皆
さ
ま
に
笑

顔
を
届
け
ら
れ
ま
す
よ
う
心
掛
け

て
参
り
ま
す
。ど
う
か
ご
支
援
、ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
春
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

香川県理容生活
衛生同業組合

　　発行人　北地　一行

　　顧　問　小松　芳浩

　　部　長　山﨑　鎮永

　　編集長　森　　昭人

　　題　字　空海書簡抜粋

　　印　刷　（株）タムラ印刷

名
誉
相
談
役
　
白
鳥
　
朋
彦（
琴
　
平
）

相
　
談
　
役
　
森
　
　
恵
三（
綾
　
南
）

相
　
談
　
役
　
久
本
　
正
夫（
高
　
松
）

相
　
談
　
役
　
大
西
　
　
等（
仏
生
山
）

理
事
支
部
長
　
松
本
　
博
士（
東
か
が
わ
）

理
事
支
部
長
　
宮
地
　
浩
美（
さ
ぬ
き
）

理
事
支
部
長
　
髙
橋
　
政
俊（
平
　
井
）

理
事
支
部
長
　
山
﨑
　
鎮
永（
仏
生
山
）

理
事
支
部
長
　
小
松
　
芳
浩（
香
　
北
）

理
事
支
部
長
　
森
本
　
芳
博（
小
豆
島
）

理
事
支
部
長
　
初
瀬
　
名
央（
高
　
松
）

理
事
支
部
長
　
松
本
　
和
久（
綾
　
北
）

理
事
支
部
長
　
増
田
　
重
昭（
坂
　
出
）

理
事
支
部
長
　
秋
山
　
　
求（
丸
　
亀
）

理
事
支
部
長
　
則
長
　
保
男（
善
通
寺
）

理
事
支
部
長
　
坂
井
　
志
郎（
綾
　
南
）

理
事
支
部
長
　
御
囲
　
善
章（
琴
　
平
）

理
事
支
部
長
　
合
田
　
知
弘（
三
　
中
）

理
事
支
部
長
　
森
　
　
昭
人（
仁
　
尾
）

理
事
支
部
長
　
武
田
　
幸
重（
豊
　
浜
）

理
　
　
　
事
　
多
田
　
明
彦（
平
　
井
）

支
　
部
　
長
　
前
田
　
信
也（
飯
　
山
）

　
令
和
４
年
　
元
旦

理
　
事
　
長
　
北
地
　
一
行（
高
　
松
）

副
理
事
長
　
山
地
　
重
行（
高
　
瀬
）

副
理
事
長
　
御
囲
　
善
章（
琴
　
平
）

副
理
事
長
　
野
村
　
　
勝（
高
　
松
）

専
務
理
事
　
小
松
　
芳
浩（
香
　
北
）

常
務
理
事
　
増
田
　
重
昭（
坂
　
出
）

経
理
部
長
　
増
田
　
重
昭（
坂
　
出
）

総
務
部
長
　
川
筋
　
正
仁（
高
　
松
）

教
育
部
長
　
山
本
　
恵
三（
高
　
松
）

文
化
広
報
部
長
　
山
﨑
　
鎮
永（
仏
生
山
）

事
業
部
長
　
神
谷
　
　
彰（
高
　
松
）

共
済
部
長
　
森
本
　
芳
博（
小
豆
島
）

組
織
部
長
　
坂
井
　
志
郎（
綾
　
南
）

青
年
部
長
　
川
岡
　
榮
司（
綾
　
南
）

女
性
部
長
　
宮
武
　
秋
香（
綾
　
南
）

東
讃
協
議
会
長
　
小
松
　
芳
浩（
香
　
北
）

高
松
協
議
会
長
　
初
瀬
　
名
央（
高
　
松
）

中
讃
協
議
会
長
　
御
囲
　
善
章（
琴
　
平
）

西
讃
協
議
会
長
　
武
田
　
幸
重（
豊
　
浜
）

顧
　
　
　
問
　
佐
藤
　
　
功（
坂
　
出
）

名
誉
相
談
役
　
小
松
　
　
孝（
香
　
北
）

支
　
部
　
長
　
高
島
　
幸
嗣（
多
度
津
）

支
　
部
　
長
　
真
鍋
　
昌
敬（
高
　
瀬
）

支
　
部
　
長
　
井
下
　
正
孝（
観
音
寺
）

監
　
　
　
事
　
林
　
　
和
宏（
仏
生
山
）

監
　
　
　
事
　
山
地
　
里
美（
綾
　
南
）

総
会
議
長
　
木
野
　
哲
幸（
高
　
松
）

総
会
副
議
長
　
近
藤
　
憲
由（
高
　
瀬
）

香
川
県
理
容
政
治
連
盟

顧
　
　
　
問
　
小
松
　
　
孝

顧
　
　
　
問
　
白
鳥
　
朋
彦

相
　
談
　
役
　
森
　
　
恵
三

相
　
談
　
役
　
大
西
　
　
等

会
　
　
　
長
　
北
地
　
一
行

副
　
会
　
長
　
山
地
　
重
行

副
　
会
　
長
　
御
囲
　
善
章

幹
　
事
　
長
　
佐
藤
　
　
功

副
幹
事
長
　
久
本
　
正
夫

総
務
会
長
　
小
松
　
芳
浩

会
　
計
　
長
　
野
村
　
　
勝

監
　
　
　
事
　
増
田
　
重
昭

監
　
　
　
事
　
川
筋
　
正
仁

事
務
局
長
　
和
田
　
真
理
子

事
務
局
員
　
藤
原
　
知
恵
美

令
和
４
年
新
年
の
挨
拶

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
北
地
　
一
行
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長
き
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
で
す
が
、本
年
は
何
と
か

収
束
の
方
向
に
向
か
う
こ
と
を
願

い
、新
年
を
寿
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

旧
年
中
は
１
年
延
期
と
な
り
ま
し

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク（
以
下・オ
リ
パ
ラ
）も
、無
観

客
が
中
心
と
な
れ
ど
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。私
ど
も
全
国
理
容
連
合
会

は
オ
リ
パ
ラ
選
手
村
の
ヘ
ア
サ
ロ
ン

（
理
容
、美
容
、ネ
イ
ル
）を
担
い
、ア

ス
リ
ー
ト
へ
の
晴
れ
の
舞
台
を
と
務

め
応
援
し
ま
し
た
。理
容
師
50
人
の

日
本
の
衛
生
的
な
高
度
な
技
術
は

好
評
で
あ
り
、国
際
交
流
の
一
翼
を

担
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の

10
年
の
節
目
に
あ
た
り
、大
震
災

の
教
訓
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
べ
き

「
あ
れ
か
ら
10
年
事
業
」に
取
り
組

み
、宮
城
県
名
取
市
の
震
災
メ
モ
リ

ア
ル
公
園
に
碑
の
建
立・除
幕
も
行

い
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も

感
染
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら
諸
事

業
に
ご
協
力
を
下
さ
い
ま
し
た
皆
さ

ま
方
に
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。

連
合
会
と
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ

等
々
に
対
し
て
も
、何
と
か
業
界

進
展
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
落
と

さ
な
い
よ
う
、本
年
も
知
恵
と
工

夫
で
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、本
年
２
月
22
日
に
は
中

止
と
な
っ
た
世
界
大
会
に
代
わ
る

「
ヘ
ア
ワ
ー
ル
ド
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

オ
ー
プ
ン
２
０
２
２
」を
全
国
大
会

と
併
せ
て
、横
浜・
大
さ
ん
橋
ホ
ー

ル
に
て
開
催
す
る
予
定

で
す
。
入
場
者
数
の
制

限
を
行
い
つ
つ
、ラ
イ

ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配

信
等
、感
染
対
策
を
万

全
に
し
、ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
な
新
た
な
競
技
大

会
の
形
を
実
現
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
困
難
な

時
こ
そ
逆
転
の
発
想

に
よ
る
工
夫
を
こ
ら

し
、皆
さ
ま
が
未
来
に

希
望
が
持
て
る
よ
う

な
運
営
を
実
行
し
て
い

く
所
存
で
す
。
ど
う
か

２
０
２
２
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

理
事
長
　
大 
森
　
利 

夫 

氏

２
０
２
２
年
　
年
頭
所
感

困
難
な
時
こ
そ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
を

副理事長・中讃協議会長
御囲　善章氏
（琴平支部）

厚生労働大臣表彰

全理連理事長表彰

理事
山本　恵三氏
（高松支部）

理事
多田明彦氏
（平井支部）

受
賞
お
め
で
と
う

�

ご
ざ
い
ま
す

祝

  クールビズヘア募集        
全国理容連合会は「髪を１ｃｍ切って体感温度を１℃下げる」をキャッチフレーズに

２０２２クールビズヘアスタイルを募集します。 
 

１． 募集内容 

①インターナショナル部門 

外国人に多いフェードを取り入れたヘアスタイルなど、国際色華やかな作品 

②クールビズヘア部門「２０２２年版クールビズヘアスタイル」 

女性やキッズのヘアなど「家族そろってヘアサロンへ」をテーマとした、夏にヘ

アサロンで売れるようなファッション性と機能性に富んだスタイル 

 

２．応募規定 

カラー作品。サイズは２Ｌ（１２７㎜×１７８㎜）。人間モデル、モデルウィッグ、メン

ズ・レディス・キッズとも可。写真裏面に、応募部門、郵便番号、住所、氏名（よみ

がな）、年齢、性別、電話番号、作品のコンセプト（１００文字程度）を明記した用

紙を貼付し郵送。複数応募可。未発表のオリジナル作品に限る。 

 

３．応募資格 

①国内外理容師（組合員店従業員）、理容師養成校の生徒 

②理容師（組合員店従業員）、理容師養成校の生徒 

 

４．賞（各部門ごと） 

最優秀賞（１点） 賞状、副賞（１０万円） 

優 秀 賞（１点） 賞状、副賞（５万円） 

入    選（適宜） 賞状、副賞（５，０００円） 

 

５．募集期間 

 令和４年３月１日（火）～４月５日（火）（必着） 

 

【問い合わせ先】  

 全国理容連合会「クールビズヘアスタイル」係  〒151-0053 東京都渋谷区代々

木1-36-4全理連ビル８階 TEL：０３－３３７９－４１１１ E-Mail：toiawase@riyo.or.jp 

※ 審 査 会 で 特 別 賞   

（３万円）等も決定する 
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◇
経
過
日
誌

三

役

会

・
第
７
回
三
役
会

　
　
10
月
11
日
㈪ 
午
前
10
時

組
合
事
務
所
会
議
室

・
第
８
回
三
役
会

　
　
11
月
15
日
㈪ 

午
前
10
時

組
合
事
務
所
会
議
室

・
第
９
回
三
役
会

　
　
12
月
６
日
㈪ 

午
後
1
時

組
合
事
務
所
会
議
室

三
役
部
長
会

・
第
２
回
三
役
部
長
会

　
　
11
月
22
日 

㈪ 

午
前
10
時

　
　
　
　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
Ｆ

　
　
　
　
中
会
議
室

理

事

会

・
第
２
回
理
事
会

　
　
11
月
22
日 

㈪ 

午
後
1
時

　
　
　
　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
Ｆ

　
　
　
　
中
会
議
室

委

員

会

・
事
業
審
査
委
員
会

　
　
９
月
13
日
㈪ 

午
前
10
時

　
　
９
月
27
日
㈪ 

午
前
10
時

　
　
10
月
11
日
㈪ 

午
前
10
時

 

組
合
事
務
所

・
文
化
広
報
委
員
会

　
　
11
月
22
日
㈪ 

午
後
３
時

　
　
　
　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
Ｆ

　
　
　
　
中
会
議
室

競
技
大
会

・
第
73
回
全
国
理
容
競
技
大
会

　
香
川
県
選
手
選
考
会

　
　
10
月
18
日
㈪ 

午
前
11
時

㈱
宇
賀
　
高
松
支
社

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

・
第
71
回
四
国
理
容
競
技
大
会

　
　
10
月
18
日
㈪ 

午
前
10
時中

止

そ

の

他

・
第
25
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
香
川
県

　
大
会

　
　
11
月
８
日
㈪ 

中
止

・
香
川
県
理
容
組
合
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
11
月
15
日
㈪

中
止

・
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習
会

　
第
１
日
目

　
　
10
月
18
日
㈪ 

午
前
９
時
半

　
　
徳
島
県
立
中
央
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

・
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習
会

　
第
２
日
目

　
　
10
月
25
日
㈪ 

午
前
９
時
半

　
　
徳
島
県
立
中
央
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

・
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習
会

　
第
３
日
目

　
　
11
月
1
日
㈪ 

午
前
９
時
半

　
　
徳
島
県
立
中
央
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

・
髪
授
神
祠
大
祭

　
　
11
月
29
日
㈪ 

午
前
10
時

石
清
尾
八
幡
宮

・
県
講
師
審
査
会

　
　
12
月
６
日
㈪ 

午
前
10
時

組
合
事
務
所
会
議
室

・
東
讃
協
議
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
12
月
６
日
㈪ 

　
午
前
10
時

　
　
　
　
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
高
松

　
　
　
　
ボ
ウ
リ
ン
グ

◇
予
定
行
事

三
役
部
長
会

・
第
３
回
三
役
部
長
会

　
　
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪ 

午
前
10
時

　
　
　
　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
Ｆ

　
　
　
　
中
会
議
室

理

事

会

・
第
３
回
理
事
会

　
　
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪ 

午
後
1
時

　
　
　
　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
Ｆ

　
　
　
　
中
会
議
室

競
技
大
会

・
第
73
回
全
国
理
容
競
技
大
会

　
　
令
和
４
年
２
月
22
日 

㈫

神
奈
川
県（
大
さ
ん
橋
ホ
ー
ル
）

そ

の

他

・
女
性
部
親
睦
会

　
　
令
和
４
年
１
月
17
日
㈪ 

　
　
中
野
う
ど
ん
学
校
・
金
毘
羅

　
　
宮
参
拝

・
四
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
令
和
４
年
２
月
７
日
㈪ 
午
前
10
時

リ
モ
ー
ト
開
催

・
第
30
回
香
川
県
理
容
組
合
ボ
ウ

　
リ
ン
グ
大
会

　
　
令
和
４
年
２
月
14
日
㈪ 

午
前
９
時
半

ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
高
松
ボ
ウ
リ
ン
グ

令
和
３
年
11
月
22
日
㈪
サ
ン

メ
ッ
セ
２
Ｆ
中
会
議
室
に
て
第
２

回
香
川
県
理
容
組
合
理
事
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

小
松
芳
浩
専
務
理
事
か
ら「
理

事
37
名
の
内
31
名
が
出
席
し
当
理

事
会
が
成
立
い
た
し
ま
し
た
。」と

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

最
初
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
か

ら
事
業
継
承
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
の

件
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

事
業
を
譲
り
渡
し
た
い
方
と
事

業
を
譲
り
受
け
た
い
方
を
つ
な
ぐ

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
日
本
政

策
金
融
公
庫
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

次
に
、新
規
認
可
の
一
社
を
含

め
三
社
の
県
理
容
組
合
推
奨
事
業

社
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
は
創
業
百

周
年
記
念
プ
レ
ミ
ア
ム
感
謝
祭
で

メ
ン
ズ
チ
ェ
ア
を
特
価
価
格
で
提

供
し
ま
す
。

富
士
産
業
は
独
自
開
発
の
育
毛

剤
の
モ
ニ
タ
ー
店
の
募
集
を
し
ま

す
。新

規
参
入
の
セ
ル
コ
ス
モ
は
光

触
媒
チ
タ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ

り
空
気
中
の
ウ
イ
ル
ス
や
付
着
し

た
菌
な
ど
を
不
活
性
化
し
、お
客

様
に
安
心
安
全
を
提
供
し
ま
す
。

組
合
を
通
し
て
の
注
文
で
割
引
価

格
に
な
り
ま
す
。と
の
プ
レ
ゼ
ン
が

あ
り
ま
し
た
。

続
き
ま
し
て
議
案
書
に
沿
っ
て

議
案
１
号
よ
り
７
号
議
案
ま
で
が

以
下
に
な
り
ま
す
。

経
過
及
び
行
事
予
定

第
２
回
理
事
会
報
告
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ル
の
注
文
書
を
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
知
ら
せ
、組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
注
文
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

注
文
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

「
共
済
部
」７
月
12
日
㈫
９
時
30

分
よ
り「
共
済
事
業
推
進
打
合
会
」

を
香
川
産
業
頭
脳
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
店
舗
休
業
補
償
制
度
に

理
事
長
指
導
の
下
、全
店
加
入
し

ま
し
た
。
共
済
加
入
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
今
年
度
は
新
規
加
入
七

名
に
報
奨
金
が
贈
ら
れ
ま
す
。
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
来
年
度
も
行

い
ま
す
の
で
各
支
部
長
、共
済
部

長
は
、加
入
推
進
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

「
組
織
部
」北
地
理
事
長
の
所
信

表
明
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」へ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、香
川
県
理
容
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
組
合
員
の
皆
様
の
お

店
で「
購
入
し
た
が
使
わ
な
く
な
っ

た
商
材
・
器
具
類
」「
買
い
た
い
が

廃
盤
に
な
っ
て
購
入
で
き
な
い
道

具
」な
ど
、無
償
譲
渡
あ
る
い
は
適

正
な
価
格
で
売
買
で
き
る『
た
す
け

愛
』ブ
ロ
グ
を
開
設
し
ま
す
。ヤ
フ

オ
ク
や
メ
ル
カ
リ
の
感
覚
で
利
用

し
て
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

「
青
年
部
」コ
ロ
ナ
の
影
響
で
９

月
13
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

中
止
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
２
月

14
日
㈪
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ア

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
県
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
か
ら
年
度
初
め
て
の
再
活

動
に
な
り
ま
す
。ま
た
ス
カ
イ
プ
で

の
交
流
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
女
性
部
」コ
ロ
ナ
の
影
響
で
延

期
に
な
っ
て
い
た
女
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
、令
和
４
年
２
月
７
日
㈪
に

愛
媛
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は

リ
モ
ー
ト
に
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

「
各
協
議
会
」コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

す
べ
て
の
協
議
会
総
会
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
が
、書
面
決
議
の
満

場
一
致
に
よ
り
役
員
改
選
も
出
来

ま
し
た
。

６
．
講
師
会
関
係

今
年
度
ワ
ー
ル
ド
㏌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ 

２
０
２
２ 

（
Ｒ
ｅ

－

Ｆ
ｕ
）は

香
川
県
講
師
会
５
名
が
講
習
会
開

催
に
向
け
て
研
鑽
し
て
い
ま
す
の

で
各
支
部
講
習
等
に
指
名
い
た
だ

き
た
い
。と
の
こ
と
で
し
た
。

７
．
そ
の
他

御
囲
善
章
氏
の
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
受
賞
祝
賀
会
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
残
念
な
が
ら
中
止
に
な
り
ま

し
た
。

最
後
に
御
囲
善
章
副
理
事
長
よ

り
11
月
29
日
㈪
の
髪
授
神
祠
大
祭

の
案
内
の
挨
拶
が
あ
り
、閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

（
県
広
報
　
髙
橋
政
俊
）

状
況
報
告
が
あ
り
、我
が
県
組
合

員
か
ら
は
被
災
状
況
が
な
く
安
堵

し
ま
し
た
。
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

３
．
全
国
理
容
競
技
大
会
関
係

教
育
部
長
か
ら
本
年
度
の
競
技

会
関
係
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

２
月
22
日
㈫
神
奈
川
県
横
浜
市

「
大
さ
ん
橋
ホ
ー
ル
」で
応
援
者
見

学
者
も
入
れ
ず
無
観
客
、リ
モ
ー

ト
配
信
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

県
か
ら
は
３
名
の
選
手
が
出
場
し

ま
す
。

来
年
度
は
、令
和
４
年
10
月
17

日
㈫
に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
の
で
、出
場
選
手
は
各
支

部
長
を
通
し
て
募
集
致
し
ま
す
。

４
．
令
和
３
年
度
中
間
決
算

増
田
重
昭
経
理
部
長
か
ら
今
年

度
９
月
30
日
㈭
ま
で
の
会
計
報
告

が
あ
り
収
支
決
算
書
が
提
示
さ
れ

ま
し
た
。

５
．
各
部
長
上
半
期
活
動
報
告

「
総
務
部
」
各
支
部
グ
ル
ー
プ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
充
実
を
図
り
、組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
更
新

し
て
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
し
て
い
ま

す
。「教

育
部
」香
川
理
容
組
合
対
面

型
講
習
会
開
催
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

更
新
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
コ
ロ
ナ

対
策
に
特
化
し
た
も
の
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

「
広
報
部
」
４
月
、７
月
、
10
月

号
。
９
月
夏
期
増
刊
号
を
発
刊
し

ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
誌
面

充
実
と
は
い
っ
て
な
い
の
で
、今
後

広
報
委
員
で
工
夫
を
し
て
い
き
ま

す
。「事

業
部
」ツ
ヅ
キ
ボ
ウ
今
治
タ
オ

１
．
経
過
日
誌
に
つ
い
て
　

令
和
３
年
度
香
川
県
理
容
組
合

関
係
行
事
の
ほ
と
ん
ど
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
延
期
も
し
く
は
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

２
．
全
国
理
容
生
活
同
業
組
合

　  

連
合
会
関
係
　

理
事
長
か
ら
は
、
全
国
理
容
組

合
連
合
会
第
６
回
理
事
会
が
11
月

18
日
㈭
に
仙
台
で
開
か
れ
、そ
こ

で
の
議
事
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
年
１
回
発
表
し
て
い

た
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
が
改
め
て「
ワ
ー

ル
ド
ヘ
ア 

㏌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

２
０
２
２
」と
い
う
名
称
に
な
り
、

年
二
回
春
夏
と
秋
冬
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
発
表
す
る
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
に
つ

い
て
は
各
県
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
、

香
川
県
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
例
年

の
県
下
４
ヶ
所
で
の
清
掃
を
取
り

や
め
て
、各
店
舗
近
隣
の
清
掃
を

し
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

東
北
で
の
会
議
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、今
夏
の
地
震
及
び
自
然
災
害

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
各
県
の
被
害理事長挨拶

理事会の様子
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り
易
く
解
説
し
て
頂
き
各
自
実
習

し
て
い
き
ま
し
た
。

最
後
に
自
分
の
カ
ッ
ト
＆
セ
ッ

ト
し
た
も
の
を
カ
メ
ラ
に
映
し
て

先
生
に
見
て
も
ら
っ
た
り
、質
疑
応

答
で
と
て
も
実
の
あ
る
あ
っ
と
い

う
間
の
４
時
間
半
で
し
た
。

（
県
広
報
　
山
崎
鎮
永
）

全
理
連
中
央
講
師
で
あ
る
木
下

裕
章
氏
が
立
ち
上
げ
た
学
習
コ
ー

ス「
木
下
ア
カ
デ
ミ
ー
」が
１
回
目

10
月
11
日
㈪
・
２
回
目
11
月
29
日

㈪
に
リ
モ
ー
ト
講
習
の
形
式
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
は
東
京
の
ス
タ
ジ
オ
に
集
合

し
て
開
催
し
て
い
る
の
で
す
が
、香

川
県
講
師
会
と
の
パ
イ
プ
も
あ
り
今

回
香
川
県
独
自
の
講
習
会
と
し
て

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
講
習
な
の
で
各
自
の

通
信
環
境
次
第
で
ど
こ
か
の
店
に

集
合
し
た
り
、各
自
店
で
受
講
し

た
り
と
全
体
で
12
会
場
、２
回
合

わ
せ
て
参
加
者
は
の
べ
約
50
名
。

徳
島
、高
知
か
ら
も
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

講
師
は
全
理
連
中
央
講
師
で
あ

り［
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
　
Ｇ
Ａ

Ｉ
Ｅ
Ｎ
　
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
　
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
Ｔ
］店
長
で
も
あ
り
各
所
で
セ
ミ

ナ
ー
開
催
し
て
い
る
荻
原
奈
々
氏
。

１
回
目
は「
サ
ロ
ン
で
す
ぐ
使
え

る
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ッ
ト
」

２
回
目
は「
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
メ
ン

ズ
カ
ッ
ト
」

技
術
的
に
は
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
の

正
確
な
角
度
の
出
し
方
、ス
ラ
イ

ド
カ
ッ
ト
方
法
、正
し
い
姿
勢
等
、

い
か
に
正
確
に
カ
ッ
ト
す
る
か
を

綿
密
な
理
論
に
基
づ
き
、事
前
に

配
布
さ
れ
た
資
料
を
見
な
が
ら
デ

ザ
イ
ン
の
考
え
方・カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
方
法
も
あ
わ
せ
て
と
て
も
分
か

れ
て
い
る
。
こ
の
度
新
た
に
絵
馬

掛
け
を
八
幡
宮
が
設
置
し
て
く
れ

た
。こ
の
よ
う
な
こ
と
で
人
々
が
さ

ら
に
集
ま
っ
て
く
る
環
境
に
な
っ

た
と
思
う
。
お
客
様
と
の
会
話
の

中
で
も
こ
う
い
う
話
題
で
盛
り
上

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
不
易
流
行

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
事
が
大
切
で

あ
る
。
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

例
年
な
ら
最
後
に
乾
杯
で
締
め

る
の
だ
が
、ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
る
た
め
、マ
ス
ク
を
外
し
て
の
乾

杯
は
中
止
と
な
り
、最
後
に
山
地

副
理
事
長
の
挨
拶
で
髪
授
神
祠
大

祭
は
終
了
し
た
。

（
県
広
報
　
山
崎
鎮
永
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
は

現
在
全
国
的
に
減
少
し
て
お
り
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
発
生
に
よ
り
第
６

波
の
懸
念
は
あ
る
も
の
の
、徐
々
に

普
段
の
生
活
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

る
中
、髪
授
神
祠
大
祭
が
11
月
29

日
㈪
に
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

例
年
通
り
、
高
松
支
部
有
志
の

皆
様
に
朝
８
時
30
分
か
ら
祠
周
辺

の
清
掃
、垂
れ
幕
な
ど
の
飾
り
つ
け

を
し
て
い
た
だ
き
、晴
天
の
中
素
晴

ら
し
い
大
祭
と
な
っ
た
。

予
定
時
刻
の
午
前
10
時
に
小
松

専
務
理
事
の
司
会
に
よ
り
八
幡
宮

宮
司
の
祝
詞
奏
上
が
始
ま
り
、そ

の
後
北
地
一
行
奉
賛
会
会
長
を
は

じ
め
、来
賓
、役
員
が
順
次
玉
串
奉

納
し
た
。

そ
の
後
理
事
長
よ
り「
昨
年
こ
の

髪
授
神
祠
が
全
国
理
容
遺
産
に
認

定
さ
れ
注
目
を
集
め
て
い
る
。
地

元
の
雑
誌・新
聞
等
で
も
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
た
び
た
び
紹
介
さ八幡宮宮司による祝詞奏上

各会場の様子

髪授神祠 新設の絵馬掛け

「
木
下
ア
カ
デ
ミ
ー
」
カ
ッ
ト
実
習
セ
ミ
ナ
ー
に
多
数
参
加

髪
授
神
祠
大
祭

第299号 理　　容　　　香　　川 2022年（令和4年）１月１日発行（5）



秋
空
の
下
で
の
三
役
会
＆

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

東
讃
協
議
会

平
井
支
部
で
は
９
月
13
日
㈪
、

秋
空
の
下
で
三
役
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
前
回
２
回
続
け
て
Ｗ
ｅ
ｂ

三
役
会
及
び
部
長
会
を
開
催
し
ま

し
た
が
、今
回
は
大
事
な
案
件
が

「
勝
ち
負
け
よ
り
も
日
頃
の
自
分
の

実
力
を
出
し
切
る
こ
と
を
考
え
て

臨
ん
で
く
だ
さ
い
」と
の
挨
拶
の
あ

と
、早
速
競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
日
は
１
部
か
ら
３
部
の
内
、複

数
参
加
申
し
込
み
が
あ
っ
た
１
部

（
４
名
）の
み
の
競
技
と
な
り
ま
し

た
。選

手
達
は
こ
の
日
の
た
め
に
月

に
一
度
、講
師
会
主
催
に
よ
る
リ

モ
ー
ト
強
化
練
習
会
で
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
も
ら
っ
た
事
を
日
々
練
習

し
て
来
た
よ
う
で
す
。

リ
モ
ー
ト
講
習
会
最
初
の
頃
と

は
雲
泥
の
差
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

た
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

最
後
に
御
囲
善
章
副
理
事
長
よ

り「
今
日
の
会
場
設
営
か
ら
数
回

の
リ
モ
ー
ト
強
化
練
習
会
な
ど
講

師
会
の
方
々
に
は
感
謝
い
た
し
ま

す
。
全
国
大
会
で
は
香
川
県
選
手

が
活
躍
出
来
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。」と
の
挨
拶
で
選
考
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
全
国

大
会
で
の
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

優
勝
　
明
田
卓
哉

（
県
広
報
　
山
崎
鎮
永
）

や
く
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
わ

け
で
す
。

ほ
ん
と
に
選
手
は
練
習
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
が
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

の
と
、主
催
者
側
は
胃
が
キ
リ
キ

リ
傷
む
日
々
だ
っ
た
の
で
は
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

今
は
だ
い
ぶ
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着

い
て
い
る
と
は
い
え
、会
場
に
入
れ

る
の
は
選
手
、審
査
員
、役
員
の
み

と
最
小
限
に
し
、密
に
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

最
初
に
北
地
一
行
理
事
長
か
ら

「
全
国
大
会
は
予
定
通
り
２
月
に

開
催
さ
れ
る
。
そ
の
会
場
は
横
浜

の
大
さ
ん
橋
ホ
ー
ル
と
い
っ
て
三

方
海
に
囲
ま
れ
、歴
代
の
会
場
の

中
で
一
番
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誇

る
会
場
で
す
。
今
日
は
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」と
エ
ー
ル
を
頂
き
、続

い
て
山
本
恵
三
講
師
会
長
よ
り

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
度
々
の
日
程

変
更
に
振
り
回
さ
れ
た
香
川
県
選

手
選
考
会
。
四
国
大
会
も
同
様
。

し
か
し
、よ
う
や
く
10
月
18
日
㈪

「
宇
賀
高
松
支
社
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
」を
お
借
り
し
て
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

10
月
18
日
は
当
初
の
予
定
通
り

な
ら
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い

る
日
で
し
た
。し
か
し
そ
れ
が
２
月

22
日
㈫
に
延
期
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
高
知
県
で
開
催
さ
れ
る
四
国
大

会
日
程
も
７
月
か
ら
10
月
18
日
㈪

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
激

増
と
い
う
こ
と
で
結
局
こ
の
四
国

大
会
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

最
初
は
５
月
に
計
画
さ
れ
て
い

た
香
川
県
選
考
会
も
こ
れ
に
よ
り

四
国
大
会
の
日
に
ス
ラ
イ
ド
さ
れ

る
と
い
う
紆
余
曲
折
を
経
て
よ
う

協
議
会
だ
よ
り

 
全
国
理
容
競
技
大
会
香
川
県
代
表
選
手
選
考
会
開
催

レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
ぞ
ろ
い

優勝おめでとう！

明田卓哉選手

岡本淳也選手

神尾幸和選手 山﨑裕太選手

第299号理　　容　　　香　　川2022年（令和4年）１月１日発行 （6）



人
と
、そ
う
で
な
い
人
が
い
る
が
、

個
々
に
な
る
と
自
分
が
し
た
分
、

そ
の
周
り
が
綺
麗
に
な
る
こ
と
に
、

「
こ
れ
が
え
え
な
あ
ー
」と
言
う
声

も
あ
っ
た
。

し
か
し
、個
人
だ
と
参
加
者
数
を

把
握
し
に
く
い
し
、誰
も
見
て
い
な

い
か
ら
や
る
気
が
し
な
い
。
募
金

も
自
分
ア
ピ
ー
ル
、優
越
感
か
ら

だ
と
、他
人
に
伝
わ
り
難
い
な
ど
か

ら
集
ま
ら
な
い
の
か
。あ
く
ま
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
気
に
し
な
く

て
い
い
の
か
も
。

次
回
、少
し
で
も
こ
れ
ら
の
こ
と

が
参
考
に
な
れ
ば
い
い
の
だ
が
。

（
中
讃
協
議
会
　
　
秋
山
求
）

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

西
讃
協
議
会

９
月
13
日
㈪
は
全
国
理
容
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
日
で
し
た
。昨
年
同

様
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、香
川
県
内
に

は「
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
」と
い

う
事
態
で
す
。例
年
の
よ
う
に
観

音
寺
の
有
明
浜
に
集
ま
っ
て
の
清

掃
活
動
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
密
に
な
ら
な
い
よ
う
個
々

に
身
近
な
場
所
で
清
掃
奉
仕
を
行

い
ま
し
た
。

各
自
頑
張
っ
て
清
掃
し
て
頂
け

た
よ
う
で
、「
近
く
の
神
社
を
掃
除

し
ま
し
た
。」と
か
、「
お
散
歩
コ
ー

ス
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
」「
海

岸
清
掃
を
し
ま
し
た
。」と
、各
組

合
員
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

仁
尾
町
に
は
最
近
話
題
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
、父
母
ヶ
浜
が
あ
り
ま

す
。こ
こ
で
25
年
程
前
か
ら「
ち
ち

ぶ
の
会
」と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
月
に
一
度
、清
掃
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
今
で
は「
ち
ち
ぶ
の
会
」

の
お
陰
で
漂
流
物
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
ま
せ
ん
が
観
光
客
の
残
し
て

い
っ
た
ゴ
ミ
や
吸
い
殻
が
沢
山
目

に
つ
き
ま
す
。清
掃
活
動
も
大
切

で
す
が
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
、ゴ
ミ
は

持
っ
て
帰
る
気
持
ち
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
、個
々
の
活
動

お
疲
れ
様
で
し
た
。ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
県
広
報
　
森
昭
人
）

に
さ
れ
て
き
た
組
合
行
事
の
一
つ

で
す
の
で
、来
年
は
ま
た
皆
様
と
集

ま
る
事
が
出
来
れ
ば
な
と
強
く
感

じ
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
高
松
支
部
青
年
部
長
　
浦
松
龍
次
）

全
国 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

中
讃
協
議
会

毎
年
中
讃
協
議
会
は
丸
亀
城
周

辺
の
清
掃
を
行
っ
て
い
た
が
、今
回

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、各

自
が
何
か
の
作
業
を
と
の
報
告
を

受
け
た
。

参
加
者
に
は
そ
の
内
容
の
投
稿

を
お
願
い
し
た
。ほ
と
ん
ど
の
方
が

自
店
の
廻
り
の
清
掃
。
私
は
親
近

者
宅
の
庭
木
の
剪
定（
頼
ま
れ
も
し

て
い
な
い
が（
笑
））。そ
れ
が
原
因

か
、初
っ
端
か
ら
左
肘
内
側
を
脚

立
で
挟
ん
で
内
出
血
。
作
業
途
中

で
は
ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
の
コ
ー
ド

が
シ
ョ
ー
ト
し
火
花
が
。
断
線
し

て
し
ま
っ
た
。
仕
方
な
く
手
動
の

鋏
で
少
し
刈
っ
た
が
、電
動
と
手

動
の
差
、ら
ち
が
明
か
ず
そ
こ
ま
で

に
。
今
回
、猫
の
手
で
も
借
り
よ
う

と
し
た
が
そ
の
気
が
な
い
ら
し
い

の
で
諦
め
る（
笑
）。

今
回
、そ
れ
ぞ
れ
活
動
す
る
場
所

が
違
う
も
の
の
、普
段
遠
の
い
て

る
店
周
辺
を
綺
麗
に
す
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た（
普
段
か
ら
綺
麗
に
し

て
い
る
よ
）。
案
外
、団
体
で
行
動

を
す
る
と
、し
っ
か
り
作
業
す
る

共
有
出
来
ま
し
た
。

い
つ
も
は
松
原
の
日
陰
で
潮
風

と
波
の
心
地
よ
い
音
を
聞
き
な
が

ら
、久
し
く
会
う
他
支
部
の
方
と

の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て

い
た
作
業
で
し
た
が
、今
回
は
９
月

の
半
ば
に
し
て
は
涼
し
く
て
池
を

渡
っ
て
く
る
み
ど
り
の
風
も
心
地

よ
く
、普
段
の
仕
事
も
室
内
で
な

か
な
か
日
光
も
ま
と
も
に
浴
び
る

事
も
な
い
の
で
、公
渕
の
森
林
浴

も
味
わ
え
て
爽
や
か
な
気
分
で
清

掃
活
動
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
津
田

の
松
原
で
み
ん
な
笑
顔
で
会
え
る

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
し
た
。

（
平
井
広
報
　
佐
々
木 

伸
）

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 
高
松
協
議
会

高
松
協
議
会
は
令
和
３
年
９
月

13
日
㈪
に
石
清
尾
八
幡
宮
・
髪
授

神
祠
・
蜂
穴
神
社
周
辺
お
よ
び
参

道
の
清
掃
活
動
を
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
考
慮
し
て
自
宅
や
店
舗

近
辺
の
清
掃
を
行
う
事
と
な
り
ま

し
た
。

例
年
に
な
い
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な

形
で
の
清
掃
奉
仕
活
動
と
な
り
、

組
合
員
の
皆
様
と
顔
を
合
わ
せ
る

事
な
く
静
か
に
少
し
寂
し
い
清
掃

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、し

ば
ら
く
店
舗
周
辺
の
清
掃
を
続
け

そ
の
範
囲
を
広
げ
て
い
く
と
、自
身

の
店
舗
で
は
な
く
自
分
が
生
活
を

し
て
い
る
街
の
一
部
と
し
て
店
舗

を
見
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

結
果
、想
像
以
上
に
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、組
合
員
同
士
の

親
睦
を
深
め
る
意
味
合
い
も
多
分

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
れ
ま
で
大
切

あ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
で
は
無
理
だ
と
判
断

し
ま
し
た
。

た
だ
こ
の
ご
時
世
、組
合
行
事
に

限
ら
ず
い
ろ
ん
な
活
動
が
制
限
さ

れ
る
状
況
で
、い
か
な
る
方
法
で
や

ろ
う
か
と
思
案
し
た
結
果
、支
部

管
内
に
公
渕
公
園
が
あ
る
の
で
ゴ

ミ
拾
い
し
な
が
ら
三
役
会
を
や
っ

て
み
て
は
と
い
う
支
部
長
の
提
案

で
、そ
の
内
容
に
賛
同
し
た
三
役

４
名
の
参
加
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、管
理
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
た
所
、蔓
延
防
止
中
で
公

園
芝
生
は
立
ち
入
り
禁
止
で
す
が
、

池
周
り
は
県
道
な
の
で
ご
自
由
に

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
最
初
に
事

務
所
の
方
に
立
ち
合
い
し
て
い
た

だ
き
、間
隔
を
開
け
て
４
名
で
緊

急
の
案
件
を
話
し
合
い
な
が
ら
ゴ

ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。

こ
の
池
を
周
回
す
る
道
路
は
主
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
散
歩
を
す
る
人
が

利
用
す
る
の
で
交
通
量
も
少
な
く
、

そ
ん
な
に
ゴ
ミ
は
落
ち
て
い
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、実
際

や
っ
て
み
る
と
30
分
ほ
ど
で
ゴ
ミ
袋

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

１
時
間
弱
も
す
れ
ば
ゴ
ミ
も
無

く
な
っ
た
の
で
、作
業
は
終
了
と
な

り
ま
し
た
。
肝
心
の
出
納
帳
も
皆

で
確
認
で
き
て
、Ｗ
ｅ
ｂ
で
は
確

認
で
き
づ
ら
い
事
も
し
っ
か
り
と

美しい父母ヶ浜

清掃をする平井支部役員

自店周辺の清掃をする青年部長

中讃協議会　理容ボランティアの様子
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

よ
う
や
く
全
国
的
に
コ
ロ
ナ
が
収

ま
っ
て
落
ち
着
い
て
き
た
か
と
思
っ

た
の
も
つ
か
の
間
。新
た
に「
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
」な
る
も
の
が
発
生
し
た
。

こ
れ
を
書
い
て
い
る
現
在
で
は
ま

だ
こ
の
新
株
に
つ
い
て
の
詳
し
い

デ
ー
タ
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。結

局
今
ま
で
通
り
、正
し
い
情
報
に
基

づ
い
て
正
し
く
恐
れ
る
。マ
ス
コ
ミ

や
ネ
ッ
ト
は
不
安
を
あ
お
る
傾
向
が

あ
る
の
で
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
る
こ

と
な
く
粛
々
と
出
来
る
こ
と
を
き
ち

ん
と
や
る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
し
、

そ
れ
が
最
善
の
策
だ
と
思
う
。

「
理
容
香
川
」で
は
誌
面
の
中
で

正
し
く
恐
れ
て
対
処
す
る
こ
と
が
出

来
る
た
め
の
記
事
を
複
数
回
掲
載

し
て
き
た
。こ
れ
が
組
合
員
皆
様
に

少
し
で
も
お
役
に
た
っ
て
い
れ
ば
幸

い
な
の
だ
が
…

２
０
２
２
年
ど
の
よ
う
な
一
年
に

な
る
の
か
期
待
と
希
望
を
も
っ
て
楽

し
み
た
い
も
の
だ
。今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

編
集
後
記

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
四
月
号
の
原
稿
締
め
切
り
は

二
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
二

香
川
県
高
松
市
塩
上
町
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丁
目
五
番

二
二
号

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
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〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
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〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

office@
kagaw

a-riyo.com

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

文

芸

欄

コ

ラ

ム

10
月
号
で
募
集
し
た「
あ
な
た
の

店
の
コ
ロ
ナ
対
策
」に
ご
回
答
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
お
客
様
を
席
に
ご
案
内
し
た
時

「
コ
ロ
ナ
対
策
で
皆
様
に
う
が
い
を

し
て
頂
い
て
ま
す
」と
声
を
か
け
、

実
行
し
て
も
ら
っ
て
ま
す
。席
の
前

に
は
イ
ソ
ジ
ン
と
ポ
ッ
ト・紙
コ
ッ

プ
を
置
い
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
反
応
は「
コ
ロ
ナ
対
策

強
化
し
た
ん
や
ね
。」と
言
わ
れ
て

お
お
む
ね
好
評
で
す
。

歯
医
者
さ
ん
も
や
っ
て
い
る
の

で
お
客
様
は
案
外
抵
抗
な
く
協
力

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 （
Ｉ
さ
ん
）

★
人
に
伝
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
は

な
い
で
す
が
、パ
ー
マ・
カ
ラ
ー
な

ど
の
放
置
タ
イ
ム
に
、今
ま
で
は

「
雑
誌
取
り
ま
す
か
？
」
と
し
か

言
っ
て
な
か
っ
た
の
で
す
が
、「
雑

誌
取
り
ま
す
か
？
　
そ
れ
と
も
ス

マ
ホ
見
ら
れ
ま
す
か
？
」っ
て
尋
ね

る
よ
う
に
し
た
ら
割
と「
ス
マ
ホ
見

ま
す
。」っ
て
人
が
多
い
の
で
雑
誌

の
使
い
回
し
が
減
っ
て
消
毒
の
手

間
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

雑
誌
を
読
む
気
が
無
く
て
も
進

め
ら
れ
た
ら
一
応
も
ら
う
っ
て
お

客
様
も
多
い
と
思
う
の
で
断
り
や

す
い
口
実
に
な
っ
た
か
な
と
も
思

い
ま
す
。 

（
Ｕ
さ
ん
）

★
う
ち
は「
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
」

を
購
入
し
ま
し
た
。こ
れ
は
ウ
イ
ル

ス
を
直
接
検
出
す
る
も
の
で
は
な

い
の
で
す
が
、換
気
を
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
を
計
る
の
に
は
有
効
で
す
。

昨
年
は
真
夏
で
も
と
に
か
く
換

気
が
最
優
先
だ
と
ず
～
っ
と
窓
・

入
り
口
を
常
に
全
開
し
て
い
た
せ

い
で
エ
ア
コ
ン
の
効
き
も
悪
い
し
、

電
気
代
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に

な
っ
た
し
…

で
も
こ
れ
を
導
入
後
は
効
率
よ

く
換
気
が
出
る
の
で
そ
の
問
題
も

解
消
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
１
０
０
０
ｐ
ｐ

ｍ
を
超
え
た
ら
換
気
す
る
よ
う
に

と
定
め
て
い
ま
す
。
当
店
で
は
換

気
扇
と
常
に
窓
を
少
し
開
け
て
い

る
こ
と
で
混
雑
時
で
も
８
０
０
ｐ

ｐ
ｍ
程
度
ま
で
し
か
上
が
り
ま
せ

ん
が
、入
口
を
全
開
に
す
る
と
10

分
ほ
ど
で
外
気
と
同
等
レ
ベ
ル
ま

で
下
が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

自
店
の
換
気
能
力
も
把
握
出
来

る
し
、「
今
年
は
昨
年
み
た
い
に

ず
～
っ
と
入
口
開
け
て
な
い
ん
や

ね
」っ
て
お
っ
し
ゃ
る
お
客
様
に
も

説
明
す
る
と「
き
っ
ち
り
対
策
や
っ

て
る
ん
や
ね
」と
、安
心
さ
れ
と
て

も
好
評
で
す
。 

（
Ｙ
さ
ん
）

★
マ
ス
ク
ス
タ
ン
ド
を
ご
存
知
で

す
か
？
ア
ク
リ
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン・非

接
触
体
温
計
・
消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル・
な
ど
な
ど
、今
回
、皆
様
方
に

お
知
ら
せ
す
る
の
は
、マ
ス
ク
ス
タ

ン
ド
と
言
う
も
の
で
す
。こ
れ
は
マ

ス
ク
を
掛
け
る
た
め
の
器
具
で
す

が
、我
々
の
お
店
で
使
う
場
合
、マ

ス
ク
ス
タ
ン
ド
を
お
客
様
の
前
に

持
っ
て
行
き
、お
客
様
ご
自
身
で
マ

ス
ク
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、お
客
様
の

マ
ス
ク
に
一
切
、触
れ
る
こ
と
な
く

マ
ス
ク
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

お
客
様
も
物
珍
し
い
と
興
味
を

持
っ
て
、話
題
が
広
が
る
こ
と
請
け

合
い
で
す
。ぜ
ひ
、お
試
し
く
だ
さ

い
。 

（
Ｋ
さ
ん
）

日
常
の
生
活
と
少
し
離
れ
た
政
治
に

ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
回
維
新
の
新
人
議
員
が
初
登
庁

し
た
時
、机
の
上
に
１
０
０
万
円
が
あ

り「
ど
う
し
て
？
」と
テ
レ
ビ
が
大
々

的
に
報
道
し
て
く
れ
た
。

一
日
も
仕
事
を
し
て
い
な
い
の
に

１
０
０
万
円
。
次
の
日
国
会
は
異
例

の
早
さ
で
見
直
す
事
に
な
っ
た
。毎
日

の
生
活
に
一
生
懸
命
な
我
々
を
又
裏

切
っ
た
。
森
友
、加
計
、桜
の
会
、こ
り

ず
に
ア
ベ
の
マ
ス
ク
残
数
６
０
０
０
万

枚
。し
か
も
億
単
位
の
お
金
が
か
か
っ

て
い
る
と
い
う
。こ
れ
を
犯
罪
と
い
わ

ず
何
だ
！

お
と
が
め
一
切
無
し
で
自
分
が
会
長

に
し
ら
っ
と
し
て
居
座
っ
た
と
い
う
岸

田
政
権
に
な
っ
て
日
は
浅
い
が
少
し
ス

ピ
ー
ド
感
が
出
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

深
ぼ
り
し
て
政
治
に
関
心
を
持
つ
の

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
！
ま
だ
ま

だ
コ
ロ
ナ
で
外
へ
あ
ま
り
出
ら
れ
な
い

の
で
… 

（
坂
出
支
部
　
藤
田
千
慧
美
）

短
　
歌

一
桁
に
コ
ロ
ナ
が
な
れ
ば
ラ
ン
チ
会

　
　約
束
を
し
て
い
よ
い
よ
明
日

琴
平
で
待
ち
か
ね
て
い
た
ラ
ン
チ
会

　
　歌
舞
伎
役
者
も
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル

次
次
と
出
て
く
る
メ
ニ
ュ
ー
美
味
し
く
て

　
　
　幸
せ
気
分
の
ひ
と
と
き
で
し
た

飯
山
支
部
　
平
尾
み
ち
子

ア
ベ
の
マ
ス
ク
６
０
０
０
万
枚
残
し
つ
つ

　
　お
と
が
め
無
し
は
許
し
て
な
ら
ぬ

坂
出
支
部
　
藤
田
千
慧
美

俳
　
句

い
ち
ょ
う
の
葉

　
　
　黄
色
に
染
め
し

　万
華
鏡

坂
出
支
部
　
藤
田
千
慧
美

川
　
柳

岩
清
水

　
　冬
を
知
ら
せ
る
音
と
な
る

坂
出
支
部
　
藤
田
千
慧
美

国
会
に
目
を
む
け
れ
ば

◦
鎌
田
武
氏（
71
歳
）

令
和
３
年
９
月
21
日

鎌
田
理
容
所（
東
か
が
わ
支
部
）

◦
安
冨
志
卿
實
氏（
84
歳
）

令
和
３
年
10
月
15
日

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
安
冨（
東
か
が
わ
支
部
）

◦
矢
野
寛
子
氏（
91
歳
）

令
和
３
年
11
月
18
日

バ
ー
バ
ー
ヤ
シ
マ（
高
松
支
部
）

◦
神
田
義
毅
氏（
79
歳
）

令
和
３
年
11
月
29
日

㈲
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
神
田（
高
松
支
部
）

ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
紹
介

二酸化炭素濃度計マスク掛け

第299号理　　容　　　香　　川2022年（令和4年）１月１日発行 （8）


